
夏目漱石　「坊ちゃん」　より抜粋　

  おやゆずりのむてっぽうでこどものときから

そんばかりしている。

しょうがっこうにいるとき、がっこうのにかいからとびおりて

こしをぬかしたことがある。

なぜそんなむやみをしたときくひとがあるかもしれぬ。

おやじがおおきなめをしてにかいぐらいから

とびおりてこしをぬかすやつがあるかといったから、

このつぎはぬかさずにとんでみせますとこたえた。

〇の数：　　　　　個

文字ひろい　　文章をよみながら文字を拾ってみましょう

NO.MH00001

日付：　　　　月　　　　日

べつだんふかいりゆうでもない。

しんちくのにかいからくびをだしていたら、

どうきゅうせいのひとりがじょうだんに、いくら

いばっても、そこからとびおりることはできまい。

むしやーい。とはやしたからである。

こづかいにおぶさってかえってきたとき、

次のかな文の意味を読み取りながら、同時に「あいうえお」をひろいあげて、
その文字に「○」をつけてください。（制限時間２分　程度）



このしょせいというのはときどきわれわれをつかまえて

文字ひろい　　文章をよみながら文字を拾ってみましょう

次のかな文の意味を読み取りながら、同時に「あいうえお」をひろいあげて、
その文字に「○」をつけてください。（制限時間２分　程度）

NO.MH00002

　わがはいはねこである。

なまえはまだない。

どこでうまれたかけんとうがつかぬ。

なんでもうすくらいじめじめしたところでにゃーにゃー

ないていたことだけはきおくしている。

わがはいはここではじめてにんげんというものをみた。

しかもあとできくとそれはしょせいというにんげんで

いちばんどうあくなしゅぞくであったそうだ。

日付：　　　　月　　　　日

夏目漱石　「吾輩は猫である」　より抜粋　

にてくうというはなしである。しかしそのとうじは

なんというかんがえもなかったから

べつだんおそろしいともおもわなかった。

〇の数：　　　　　個



日付：　　　　月　　　　日

宮沢賢治　「注文の多い料理店」　より抜粋　

くるくるまわっては、それからどたっとたおれるだろうねぇ。」

　それはだいぶのやまおくでした。あんないしてきた

せんもんのてっぽううちも、ちょっとまごついて、どこかへ

いってしまったくらいのやまおくでした。

〇の数：　　　個

にさんぱつおみもうしたら、ずいぶんつうかいだろうねえ。

文字ひろい　　文章をよみながら文字を拾ってみましょう

次のかな文の意味を読み取りながら、同時に「あいうえお」をひろいあげて、
その文字に「○」をつけてください。（制限時間２分　程度）

NO.MH00003

　ふたりのわかいしんしが、すっかりいぎりすの

へいたいのかたちをして、ぴかぴかするてっぽうを

かついで、しろくまのようないぬをにひきつれて、だいぶ

やまおくの、このはのかさかさしたとこを、こんなことを

いいながら、あるいておりました。「ぜんたい、ここらの

やまはけしからんね。とりもけものもいっぴきもいやがら
ん。
なんでもかまわないから、はやくたんたーんと、やってみ

たいもんだなぁ。」「しかのきいろなよこつぱらなんぞに、



日付：　　　　月　　　　日

宮沢賢治　「セロ弾きのゴーシュ」　より抜粋　

かぜのようになっています。くらりねっともぼーぼーと

それにてつだっています。ごーしゅもくちをりんと

むすんでめをさらのようにしてがくふをみつめながら

もういっしんにひいています。

〇の数：　　　個

けんめいうたっています。ゔぁいおりんもふたいろ

文字ひろい　　文章をよみながら文字を拾ってみましょう

次のかな文の意味を読み取りながら、同時に「あいうえお」をひろいあげて、
その文字に「○」をつけてください。（制限時間２分　程度）

NO.MH00004

ごーしゅはまちのかつどうしゃしんかんで

せろをひくかかりでした。けれどもあんまりじょうずで

ないというひょうばんでした。じょうずでないどころでは

なくじつはなかまのなかではいちばんへたでしたから、

いつでもがくちょうにいじめられるのでした。

ひるすぎみんなはがくやにまるくならんでこんどの

まちのおんがくかいへだすだいろくこうきょうきょくの

れんしゅうをしていました。とらんぺっとはいっしょう



日付：　　　　月　　　　日

宮沢賢治　「ツェねずみ」　より抜粋　

いるぜ。はやくいってひろいな。」

　つぇねずみは、もうひげもぴくぴくするくらい

よろこんで、いたちにはおれいもいわずに、

いっさんにそっちへはしっていきました。

〇の数：　　　個

とだなのあなから、こんぺいとうがばらばらこぼれて

文字ひろい　　文章をよみながら文字を拾ってみましょう

次のかな文の意味を読み取りながら、同時に「あいうえお」をひろいあげて、
その文字に「○」をつけてください。（制限時間２分　程度）

NO.MH00005

　あるふるいいえの、まっくらなてんじょううらに、

「つぇ」というなまえのねずみがすんでいました。

　あるひつぇねずみは、きょろきょろしほうをみまわし

ながら、ゆかしたかいどうをあるいていますと、むこう

からいたちが、なんかいいものをたくさんもって、

かぜのようにはしってまいりました。そして

つぇねずみをみて、ちょっとたちどまってはやくちに

いいました。「おい、つぇねずみ。おまえんとこの


